
（別紙３）

～ 令和8年3月16日

（対象者数） 30 （回答者数） 24

～ 令和8年3月3日

（対象者数） 12 （回答者数） 12

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

「なぜこの支援が必要なのか（ねらい）」をご家族へ分かり

やすい言葉でお伝えし、保護者と一緒に安心の輪を広げてま

いります。

2

園で行っている「目に見えない土台作り」のプロセスや意味

を、保護者にもっと実感を伴って共有できるよう、お伝えの

仕方を工夫していきます。

3

「もっと保護者同士でつながりたい、情報交換をしたい」と

いう多くの声をいただきました。今後は、共通の悩みを持つ

保護者様同士が、少人数で肩の力を抜いてお話できる「茶話

会」などの新しい交流の場をつくっていきます。

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

すみれ園が培ってきた支援技術を分かりやすく言語化・体系

化します。組織として地域の事業所へノウハウを定期的にお

伝えできる体制を整え、地域全体の「安心のネットワーク」

づくりを行っていきます。

2

これまでの「単発の会議」から、必要なケースについては

「継続的な検討会議」へと形を変えていきます。顔の見える

関係性をさらに活かし、地域全体で子どもを包み込む「チー

ム支援」の密度を高めていけるように努めます。

3

○事業所名 児童発達支援センターすみれ園

○保護者評価実施期間
令和8年3月3日

○保護者評価有効回答数

令和8年2月17日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日
令和8年3月29日

事業所の強み（※）だと思われること

※より強化・充実を図ることが期待されること
工夫していることや意識的に行っている取組等

○従業者評価実施期間

事業所の弱み（※）だと思われること

※事業所の課題や改善が必要だと思われること
事業所として考えている課題の要因等

行政や幼稚園・保育園との連携は深まっていますが、地域に

ある他の児童発達支援事業所ともっと繋がり、地域全体の支

援の質を底上げしていく仕組み作りがまだ途上です。

これまでは職員個人の経験や技術に頼る部分が多く、それを

地域の他の事業所へ広く伝えるためのシステムが整いきって

いませんでした。

地域の関係機関との「情報のやり取り」はスムーズになりま

したが、目の前のお子様に対して「具体的にどうサポートす

るか」をリアルタイムで深く共有する場がまだ不足していま

す。

これまでは、必要な時に集まる「単発の会議」が中心となっ

ており、地域全体で継続的に一人の子どもを見守り続ける仕

組みが十分に作れていませんでした。

「子どもたちが安心して過ごせること」を土台にした、丁寧

な発達支援を行っています。

特に緊張しやすい新年度のスタート時期には、事前のアセス

メント（丁寧な見立て）を行い、子ども一人ひとりに合わせ

た部屋の環境づくりを徹底しています。

小学校への就学やその先の社会生活を見据え、「いま、この

時期に本当に必要な力」を引き出す目標設定をしています。

例えば「座って話を聞く」という目標に対しても、ただ座る

練習をするのではありません。姿勢を保つための「体幹」

や、リラックスできる「心の安定」といった目に見えない土

台がどこまで育っているかを見極め、無理のない小さな階段

（スモールステップ）を作っています。

保護者の皆様がいつでもすみれ園の様子を知り、いつでもお

話ができる機会をたくさん用意しています。

毎日の連絡帳はもちろん、保育参観、懇談会、個別面談、保

育体験、学習会などを年間計画に沿って定期的に開催し、密

に情報共有を行っています。

事業所における自己評価総括表公表


